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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第99期

第２四半期連結
累計期間

第100期
第２四半期連結
累計期間

第99期

会計期間

自 平成27年
   ７月１日
至 平成27年
   12月31日

自 平成28年
   ７月１日
至 平成28年
   12月31日

自 平成27年
   ７月１日
至 平成28年
   ６月30日

売上高 (千円) 6,814,016 6,622,906 13,192,809

経常利益 (千円) 206,620 372,340 118,112

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 96,197 120,358 42,458

四半期包括利益又は包
括利益

（千円） 90,144 317,965 △131,009

純資産額 (千円) 8,773,328 8,740,658 8,503,952

総資産額 (千円) 21,602,055 21,869,812 21,528,207

１株当たり四半期(当
期)純利益金額

(円) 37.29 46.58 16.46

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 36.9 36.5 35.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 13,861 126,084 962,368

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △437,874 △180,204 △1,236,269

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 176,376 △24,203 329,183

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,103,617 1,350,955 1,406,535
 

 

回次
第99期

第２四半期連結
会計期間

第100期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自 平成27年
   10月１日
至 平成27年
   12月31日

自 平成28年
   10月１日
至 平成28年
   12月31日

１株当たり四半期純利
益金額

(円) 16.10 39.27
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４．平成29年１月１日付で普通株式５株を１株とする株式併合を実施いたしました。１株当たり四半期（当期）

純利益金額は、平成28年度の期首に株式併合が行われたと仮定して算出しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　　（その他）

第１四半期連結会計期間において、吉久株式会社は株式交換に伴い当社の持分比率が低下したため、持分法の適用

の範囲から除外しております。

また、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等

に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の設備投資に足踏みがみられるものの、雇用と所得情勢が

改善し、景気は緩やかな回復基調となりました。

このような事業環境のなか、当社企業グループは港湾貨物の集荷に向けて積極的な営業活動を行う一方で、営業経

費の圧縮に努めました。不動産貸付業においても、前期取得した富山市内の賃貸物件が寄与し、繊維製品製造業につ

いても自動車向け出荷の減少に一定の歯止めがかかりましたが、その他の事業では旅行業及び繊維卸売業が低調に推

移しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は６６億２千２百万円（前年同四半期比１億９千１百万円、２．

８％の減収）、営業利益は売上原価の減少により４億１千７百万円（前年同四半期比１億７千９百万円、７５．７％

の増益）、経常利益は３億７千２百万円（前年同四半期比１億６千５百万円、８０．２％の増益）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は１億２千万円（前年同四半期比２千４百万円、２５．１％の増益）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第２四半

期連結累計期間の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

［港運事業］

港運事業の売上は、海上コンテナの取扱いが減少したものの、原料の輸入、ロシア向け自動車の取扱いが増加し４

３億８千５百万円（前年同四半期比３千３百万円、０．８％増）、セグメント利益は４億６千１百万円（同１億６千

万円、５３．５％増）となりました。

［不動産貸付業］

不動産貸付業の売上は、２億５千５百万円（前年同四半期比２千１百万円、９．３％増）、セグメント利益は１億

４千３百万円（同２千５百万円、２１．３％増）となりました。これは、富山市堤町の賃貸物件の稼働に伴い賃貸収

入が増加したためです。

［繊維製品製造業］　

繊維製品製造業の売上は、国内自動車向け需要減により１２億８千６百万円（前年同四半期比２億８百万円、１

４．０％減）、セグメント利益は２千２百万円（同７百万円、４９．２％増）となりました。

［その他］

その他事業の売上は、７億７百万円（前年同四半期比５千５百万円、７．３％減）、セグメント損失は０百万円

（前年同四半期は１千８百万円の利益）となりました。これは主に旅行業、繊維製品卸売業の減収によるものです。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて３億４千１百万円増加し、２１８億６千９

百万円となりました。総資産の増加の主な要因は、流動資産が受取手形及び売掛金等で１億１千８百万円増加した

ことや有形固定資産の取得により固定資産が２億２千２百万円増加したことによるものです。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億４百万円増加し、１３１億２千９百万円となりました。負

債の増加の主な要因は、固定負債が長期借入金等の減少で４億６百万円減少したものの、流動負債が短期借入金等

により５億１千１百万円増加したことによるものです。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、２億３千６百万円増加し、８７億４千万円となりました。純

資産の増加の主な要因は、その他有価証券評価差額金が１億６千６百万円増加したことや、利益剰余金が６千４百

万円増加したことによるものです。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による収入超過

１億２千６百万円、投資活動による支出超過１億８千万円、財務活動による支出超過２千４百万円により、前連結

会計年度末に比べ５千５百万円減少し、当第２四半期連結累計期間末は１３億５千万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、未払費用や売上債権等の資金減少の要因が

あったものの、税金等調整前四半期純利益や減価償却費の増加要因により、１億２千６百万円資金増加（前年同期

は１千３百万円の資金増加）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得の資金減少等により１

億８千万円の資金減少（前年同期は４億３千７百万円の資金減少）となりました。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出等により２千

４百万円の資金減少（前年同期は１億７千６百万円の資金増加）となりました。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

（注）平成28年９月27日開催の第99回定時株主総会決議により、平成29年１月１日付で株式併合に伴う定款変更を行

い　

　　ました。発行可能株式総数は19,200,000株減少し、普通株式4,800,000株となっております。

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,077,000 2,615,400
東京証券取引所
（市場第二部）

１単元の株式数：　100株

計 13,077,000 2,615,400 ― ―
 

　（注）平成28年９月27日開催の第99回定時株主総会決議により、平成29年１月１日で普通株式５株を１株にする株式

　　併合及び1,000株を100株にする単元株式数の変更を実施いたしました。これにより発行済株式総数は10,461,600株

　　減少し、2,615,400株となり、単元株式数は100株となっております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年12月31日 ─ 13,077 ─ 1,850,500 ─ 1,367,468
 

　（注）平成28年９月27日開催の第99回定時株主総会決議により、平成29年１月１日付で普通株式５株を１株にする

株　

　　　式併合を実施いたしました。これにより発行済株式総数は10,461,600株減少し、2,615,400株となっております。
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(6) 【大株主の状況】

  平成28年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社橘海運 富山県高岡市中川上町３番１１号 1,036 7.92

明治安田生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 955 7.30

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通り１丁目２番２６号 641 4.90

夏野　元秀 富山県射水市 540 4.13

橘　慶一郎 富山県高岡市 531 4.06

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４－１ 466 3.56

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地７丁目１８番２４号 350 2.68

釣谷　真美 富山県高岡市 326 2.50

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目１３番１号 320 2.45

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 320 2.45

計 ― 5,485 41.94
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
 普通株式 94,000

（相互保有株式）
普通株式 155,000

― １単元の株式数：1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,688,000
12,688 同上

単元未満株式
普通株式

140,000
― ─

発行済株式総数 13,077,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,688 ―
 

(注)　１．上記「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が、2,000株（議決権 2個）含

んでおります。

２．単元未満株式には、当社所有の自己株式131株及び相互保有株式500株が含まれております。

　　　　３．平成28年９月27日開催の第99回定時株主総会決議により、平成29年１月１日付で普通株式５株を１株にす

　　　　　る株式併合及び1,000株を100株にする単元株式数の変更を実施いたしました。これにより発行済株式総数は

　　　　　10,461,600株減少し、2,615,400株となり、単元株式数は100株となっております。
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② 【自己株式等】

平成28年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
伏木海陸運送㈱

高岡市伏木湊町５-１ 94,000 ─ 94,000 0.72

（相互保有株式）
㈱伏木ポートサービス

高岡市伏木湊町５－５ 14,000 ─ 14,000 0.11

（相互保有株式）
日本海産業㈱

高岡市伏木２-１-１ 141,000 ─ 141,000 1.08

計 ― 249,000 ─ 249,000 1.90
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年７月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,894,198 1,748,628

  受取手形及び売掛金 2,166,401 2,520,049

  商品及び製品 137,533 137,633

  仕掛品 104,077 114,153

  原材料及び貯蔵品 108,934 108,568

  繰延税金資産 52,407 31,289

  その他 399,388 321,362

  貸倒引当金 △14,946 △14,930

  流動資産合計 4,847,993 4,966,755

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 6,825,859 6,794,888

    減価償却累計額 △3,828,503 △3,868,595

    建物及び構築物（純額） 2,997,356 2,926,292

   機械装置及び運搬具 5,461,081 5,835,156

    減価償却累計額 △4,404,289 △4,512,887

    機械装置及び運搬具（純額） 1,056,791 1,322,269

   土地 8,776,980 8,773,534

   建設仮勘定 298,046 365,995

   その他 549,367 542,086

    減価償却累計額 △418,752 △427,992

    その他（純額） 130,614 114,093

   有形固定資産合計 13,259,789 13,502,185

  無形固定資産 108,223 93,079

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,163,631 2,409,986

   長期貸付金 356,860 349,866

   繰延税金資産 326,148 95,508

   その他 468,642 455,513

   貸倒引当金 △3,081 △3,081

   投資その他の資産合計 3,312,200 3,307,792

  固定資産合計 16,680,213 16,903,057

 資産合計 21,528,207 21,869,812
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 936,778 1,011,367

  短期借入金 823,000 1,319,000

  1年内返済予定の長期借入金 2,380,910 2,375,988

  1年内償還予定の社債 55,000 135,000

  未払金 63,476 162,727

  未払法人税等 142,181 117,671

  未払消費税等 83,547 130,544

  賞与引当金 50,068 51,762

  役員賞与引当金 23,189 12,949

  その他 573,045 325,995

  流動負債合計 5,131,197 5,643,006

 固定負債   

  社債 537,500 425,000

  長期借入金 4,602,737 4,421,468

  繰延税金負債 279,439 212,812

  役員退職慰労引当金 202,616 167,060

  長期預り保証金 1,037,059 1,033,816

  退職給付に係る負債 1,028,623 1,025,524

  資産除去債務 186,000 186,000

  その他 19,082 14,466

  固定負債合計 7,893,057 7,486,148

 負債合計 13,024,254 13,129,154

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,850,500 1,850,500

  資本剰余金 1,366,072 1,449,422

  利益剰余金 4,361,222 4,425,458

  自己株式 △49,750 △46,468

  株主資本合計 7,528,044 7,678,913

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 129,557 295,953

  退職給付に係る調整累計額 23,226 11,613

  その他の包括利益累計額合計 152,784 307,566

 非支配株主持分 823,123 754,178

 純資産合計 8,503,952 8,740,658

負債純資産合計 21,528,207 21,869,812
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 6,814,016 6,622,906

売上原価 6,014,328 5,636,323

売上総利益 799,688 986,583

販売費及び一般管理費   

 役員報酬 89,940 84,437

 給料及び手当 154,008 159,976

 賞与引当金繰入額 6,652 3,156

 役員賞与引当金繰入額 15,612 16,894

 退職給付費用 4,526 4,251

 役員退職慰労引当金繰入額 10,610 10,769

 その他の人件費 43,300 45,772

 減価償却費 22,813 18,612

 その他一般管理費 214,771 225,624

 販売費及び一般管理費合計 562,235 569,495

営業利益 237,453 417,088

営業外収益   

 受取利息 3,364 3,414

 受取配当金 7,700 11,454

 助成金収入 1,057 7,394

 その他 13,545 11,650

 営業外収益合計 25,667 33,914

営業外費用   

 支払利息 44,527 40,616

 持分法による投資損失 11,058 26,710

 その他 914 11,335

 営業外費用合計 56,500 78,662

経常利益 206,620 372,340

特別利益   

 固定資産売却益 11,450 7,300

 受取補償金 20,475 8,350

 補助金収入 ― 53,380

 その他 3,506 ―

 特別利益合計 35,432 69,030

特別損失   

 固定資産売却損 ― 2,161

 固定資産除却損 16,867 1,988

 固定資産圧縮損 ― 53,380

 投資有価証券評価損 0 ―

 その他 1,455 4,016

 特別損失合計 18,322 61,546

税金等調整前四半期純利益 223,729 379,824

法人税、住民税及び事業税 88,695 116,097

法人税等調整額 1,928 108,053

法人税等合計 90,623 224,151

四半期純利益 133,106 155,673

非支配株主に帰属する四半期純利益 36,908 35,315

親会社株主に帰属する四半期純利益 96,197 120,358
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 133,106 155,673

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △44,334 175,200

 退職給付に係る調整額 2,418 △11,613

 持分法適用会社に対する持分相当額 △1,046 △1,295

 その他の包括利益合計 △42,961 162,292

四半期包括利益 90,144 317,965

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 55,153 277,856

 非支配株主に係る四半期包括利益 34,990 40,109
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 223,729 379,824

 減価償却費 336,299 317,489

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △77 △16

 賞与引当金の増減額（△は減少） 3,226 1,694

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 17,120 △19,804

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,133 △35,555

 未払費用の増減額（△は減少） △173,572 △171,126

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △11,723 △10,240

 受取利息及び受取配当金 △11,065 △14,869

 支払利息 44,527 40,616

 持分法による投資損益（△は益） 11,058 26,710

 有形固定資産売却損益（△は益） △11,450 △5,138

 有形固定資産除却損 16,867 1,988

 固定資産圧縮損 ― 53,380

 投資有価証券評価損益（△は益） 0 ―

 補助金収入 ― △53,380

 売上債権の増減額（△は増加） △42,353 △326,216

 たな卸資産の増減額（△は増加） △19,149 7,017

 仕入債務の増減額（△は減少） △75,884 69,042

 未払消費税等の増減額（△は減少） △66,582 45,236

 預り保証金の増減額（△は減少） 38,880 △3,243

 その他 △135,437 △37,893

 小計 153,548 265,515

 利息及び配当金の受取額 11,041 14,846

 利息の支払額 △42,534 △38,853

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △108,194 △115,424

 営業活動によるキャッシュ・フロー 13,861 126,084

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △190,715 △192,086

 定期預金の払戻による収入 187,105 332,516

 有形固定資産の取得による支出 △484,463 △415,577

 有形固定資産の売却による収入 46,890 87,304

 無形固定資産の取得による支出 △1,336 △926

 投資有価証券の取得による支出 △2,751 △2,887

 投資有価証券の売却による収入 ― 2,707

 長期貸付けによる支出 △16,000 △11,000

 長期貸付金の回収による収入 2,520 2,220

 その他 20,876 17,524

 投資活動によるキャッシュ・フロー △437,874 △180,204
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           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
　至 平成27年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 326,500 446,000

 長期借入れによる収入 1,116,050 627,576

 長期借入金の返済による支出 △1,163,589 △992,783

 社債の償還による支出 △42,500 △32,500

 自己株式の取得による支出 △588 △469

 配当金の支払額 △38,961 △38,953

 非支配株主への配当金の支払額 △1,420 △270

 リース債務の返済による支出 △19,113 △7,367

 
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

― △25,434

 財務活動によるキャッシュ・フロー 176,376 △24,203

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △247,636 △78,323

現金及び現金同等物の期首残高 1,351,253 1,406,535

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

― 22,743

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  1,103,617 ※1  1,350,955
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　該当事項はありません。

 
(持分法適用の重要な変更)

　　　　第１四半期連結会計期間において、吉久株式会社は株式交換に伴い当社の持分比率が低下したため、持分法

　　　の適用の範囲から除外しております。

 

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針）　

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四　

　　　半期連結会計期間から適用しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務

 (受取手形裏書譲渡高)

 
前連結会計年度
(平成28年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 76,469千円 80,115千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
至 平成27年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
至 平成28年12月31日)

現金及び預金 1,598,075千円 1,748,628千円

預入期間が３か月超の定期預金 △494,457千円 △397,673千円

現金及び現金同等物 1,103,617千円 1,350,955千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年７月１日 至 平成27年12月31日）

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年９月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 38,961 3.00 平成27年６月30日 平成27年９月28日
 

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年２月10日
取締役会

普通株式 利益剰余金 38,955 3.00 平成27年12月31日 平成28年３月10日
 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年７月１日 至 平成28年12月31日）

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年９月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 38,953 3.00 平成28年６月30日 平成28年９月28日
 

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成29年２月10日
取締役会

普通株式 利益剰余金 38,948 3.00 平成28年12月31日 平成29年３月10日
 

　（注）　１株当たり配当金額については、基準日が平成28年12月31日であるため、平成29年１月１日付の株式併合

は　

　　　　　加味しておりません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年７月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 報告セグメント
その他
　　　
(注)１

合　計
調整額
 

(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)３ 港運事業

不動産
貸付業

繊維製品
製造業

計

売上高         

(1) 外部顧客に対する売
上高

4,338,931 229,604 1,495,116 6,063,653 750,363 6,814,016 ― 6,814,016

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

13,151 4,500 ― 17,651 13,151 30,802 △30,802 ―

計 4,352,083 234,104 1,495,116 6,081,304 763,515 6,844,819 △30,802 6,814,016

セグメント利益 300,632 118,129 15,227 433,989 18,710 452,699 △215,246 237,453
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、繊維製品卸売業等を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額215,246千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 報告セグメント
その他
　　　
(注)１

合　計
調整額
 

(注)２

四半期連結損
益計算書計上

額
(注)３ 港運事業

不動産
貸付業

繊維製品
製造業

計

売上高         

(1) 外部顧客に対する売
上高

4,381,305 252,446 1,286,248 5,920,000 702,906 6,622,906 ― 6,622,906

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,955 3,450 ― 7,405 4,740 12,146 △12,146 ―

計 4,385,261 255,896 1,286,248 5,927,406 707,647 6,635,053 △12,146 6,622,906

セグメント利益又は損
失（△）

461,492 143,245 22,712 627,449 △671 626,778 △209,689 417,088
 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、繊維製品卸売業等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額209,689千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、従来のセグメント内容を見直し、「港運事業」「陸運事業」「倉庫業」「不動産

貸付業」「繊維製品製造業」から、「港運事業」「不動産貸付業」「繊維製品製造業」に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載し

ております。
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(１株当たり情報)

　　 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年７月１日
至 平成27年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年７月１日
至 平成28年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 37.29円 46.58円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 96,197 120,358

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

96,197 120,358

普通株式の期中平均株式数(株) 2,579,858 2,583,898
 

　　　（注）１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　　　 ２　平成29年１月１日付で普通株式５株を１株とする株式併合を実施いたしました。１株当たり四半期純

　　　　　　　　利益金額は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算出しております。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第100期（平成28年７月１日から平成29年６月30日まで）中間配当について、平成29年２月10日開催の取締役会に

おいて、平成28年12月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議しました。

①中間配当による配当金の総額                       38,948千円

②１株当たりの金額                                   ３円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日       平成29年３月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月10日

伏木海陸運送株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社員
 公認会計士   齋藤　　哲　   印

 

 

指定有限責任社員

業 務 執 行 社員
 公認会計士   沖　　 聡     印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伏木海陸運送株

式会社の平成28年７月１日から平成29年６月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年10月１日から

平成28年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年７月１日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伏木海陸運送株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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